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　暫定利用について市教育委員会学校計画課から以

下のとおり説明がありました。

　
　東小、西小、西中それぞれについて①これまで行

われている学校施設の活用（場所・時間）②これまで

行われている学校施設活用の利用日・時間の拡大（平

日昼間など）③これまで使われていなかった場所を活

用する（校舎の活用など）、の３分類のご意見を地域

からいただいています。

　①についてはこれまでと変わらない公共性のある

運営と併せて、使用に伴う管理についての体制が地

域でとられるのであれば、平成 19 年度については受

け入れることを検討しています。統合に伴う引っ越

し、備品整理や工事などにより、すぐに暫定利用を

開始することは難しい状況ですが、各施設の管理状

況をもとに調整を進めてまいります。②も①と同様、

管理体制などの調整が必要と考えています。③につい

ては、管理や経費面での課題が多いと考えています。

　
　暫定利用については、早急に暫定利用検討小委員

会で教育委員会と協議を進め、地域の要望を反映で

きるよう調整してまいります。

本格利用に関する住民提案
アンケートの状況

暫定利用の基本的方向

　アンケートの結果が「中間とりまとめ」という形

で報告されました。

　１月 19 日を締め切りとして実施したアンケートに

は、その時点で計 283 枚（未集計を除く）もの提案

が寄せられました。

　住民の皆さんから寄せられた提案・意見は、分野

ごとに分類して整理した上で、各小委員会の場で丁

寧に検討してまいります。

各小委員会委員の選定

◆小委員会委員一覧

　前回の委員会で委員長に一任されていた各小委員

会委員が発表され、承認されました。各小委員会の

委員長および担当委員は右一覧のとおりです。

　小委員会は、住民提案アンケートの内容をふまえ

ながら、分野ごとに検討を開始します。

　暫定利用検討小委員会は、すでに活動を開始して

います。
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第３回検討委員会の概要

 日時：１月 27 日 ( 土 )
 場所：若葉台東中学校Ｅホール
 議題：１ 委員長あいさつ
　　　 ２ 第２回委員会議事内容の確認
　　　 ３ 暫定利用について
　　　　・ 若葉台地区の要望内容の検討
　　　 ４ 地域要望の取りまとめ状況
　　　　・ アンケート結果中間報告
　　　　・ 小委員会委員の選定
　　　 ５ 行政提案について
　　　 ６ 第４回検討委員会について
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横浜市行政運営調整局からの本格利用提案
　　～　埋蔵文化財センターの集約移転　～

　横浜市行政運営調整局から以

下の提案がなされました。

　
　若葉台地区の跡地利用につい

ては、行政内部からも、利用に

ついてのさまざまな要望が寄せ

られていますが、「学びと文化

のまちづくり」をテーマに活発

な活動を行っている若葉台地区

にふさわしい行政施設として

「埋蔵文化財センター」を提案

します。

　横浜市ふるさと歴史財団に所

属する「埋蔵文化財センター」

は市内におよそ 2500 カ所が確

認されている遺跡に埋もれてい

る文化遺産（埋蔵文化財）を発

掘調査、研究整理、保管しつつ、

その成果を市民や研究者に公開

していく一連の業務を行ってい

ます。さらに、これらの歴史的

な文化遺産を活用した普及啓発

活動を充実させていきたいと考

えています。

　現在は都筑区勝田町の港北

ニュータウン旧建設事務所を活

用して本拠とし、市内６カ所に

分散立地していますが、それぞ

れに老朽化が進んでいます。

　ちなみに、施設立地のために

は小学校の校舎１校分程度が必

要となります。

　
　この提案についての対応は、

行政提案内容検討小委員会で検

討してまいります。

■　埋蔵文化財センターの今後の事業展開について

日時：２月 25 日 ( 日 )14 時　　　
場所：若葉台東中学校　Ｅホール
議題：暫定利用について、本格利用
　　　小委員会での検討状況、ほか

次回予定■本検討委員会へのご意見は、ファックスもしくは
　Ｅメールにて、下記事務局までお寄せください。　

【若葉台地区小中学校跡地活用検討委員会事務局】
　 旭区役所区政推進課企画調整係
　　　 ファックス：９５１－３４０１
　　　 Ｅ メール ：as-kikaku@city.yokohama.jp
　　　 電　   話 ：９５４－６０２７

■　現在の埋蔵文化財センター
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